
(2) 医三蛮（月曜日）昭和47年9月2 5目

属
、
ζの点
で、
笛績

がぶ協か
アジア
必
閣の
中
国像と
その
視座
と
不
安と、
そし
てい
くば
くかの

そι唱
えたと
き、
今
闘の回
中交渉

つ
正
々
低々

と交渉υて
きて
くれ
は、
今
回の
わ
が
理
おける
もの
い

ら立ち
の
なかで、
かた
ずその
によっ
て

揺され
ゆくで
あ
るつ

るζと
そ
矧
符してい
るに
ちがい
と
は
あま
りに
も大
きく翠なっ
て
んで
その

前途を
山見守っ
てい
る・

関
紙が
早々
しい
シ？
ウの
だか

ない。

い
た・
それ
は、
京
間アジ
ア各
国
税は、
その
よ・
詑

苦悩してい
る
で、
ま
た桜しい
線

型識の
なか

〈Vi
i－－：：：
ο

が、
それ
ぞれの陰影に

濃淡が
あ
アジ
アを
忘れては
容Pない、
と
に
解消
されてし
まョ
ていい
は
ず

しか
も、
今
回の
日
中正

常化交
ろ－っとも、
しのび
よる
「中
国の
つ
くづ

く術賊し
た
が、
それは、
は
ない。

まさに、
南く
深い
日剛
健

渉
は、
その
締
結いか
んが、

あま
き
に
必先

に務闘してい
るか
ら
ζれ
ら必閣に
とっ
て、
い
まや
日
と
静か
なむ
療をして

の製宕
対

図

書器、
き
ょ、

普の
ある＠
む
し
ろ、
日中
関係は、
い
に
は、

産担

笠して
も
よ
りに
も大
き

な凶際的波紋と
露
で
ある
が、
とれ
露
箇に
とっ
て
本の
存在
は、
決定

的議昧を
も
応の
なかで
こそ、

思議は
ず

途につ
く・
新内
閣
お足
以
来、
わ
ま、
よう
やくその
本格
的
なシl
い、
相
手の
義
政
を
字と
もに奨
り
カ
そもつで
るろ
うζと
が自に
見
「中
国の
笹
川国、
た
んに
国
際政
っ
てピルト・
イン
されてい
るか
すめられ
なけれ
ばならない。

ずか＝一
カ月に
レ
て、
戦後日ぶ
外
ン
の

展開を
問地つつ
あ
るので
あ
とめつつ、
わ
が方の
査
も
露
えて
いる。
ζ
の点で、

思交渉

治上の
「
控
だ
けで
は
なく、
あ
－与
も
あり、
日本は
との点で
も

H仙の
岱
さや

かな別問中体験か
ら

交の
最大の
避の一
つで
ある
日
り、

名
義で
は、
さ
♀く
（
きた
α
なく出
し
あっ
て
交渉
は、
目

指問問包
商附の
次
元
の
実（ぽ
うだ
い）

援の
議

室

奈筏をもたね
ば
苦
ない
して
も、
あの
変

G－っ
きゅ

中
国
交
正常化
交渉に
臨むとと
と
「
はじ
ま
り」
に
途したと
見るべ
に
当た
るこ
と
が必
翠」
あろう。
で
見れ
ば、
たし
かに
戦後一
鐘の
ア
ジ
ア中間人
（議借り
の
存在や

弘
議滋
欝
Fv

乏
の
跨史と広大
な川内
よ、
そし

を
い
よい
きの
露につ
い

：

：
・
’

j

：
’

：

：
・

：

：

民

議
%

減

緩
て
側烈

装必の
はかに
ひと
たび

た回申
請の抱負と
撃に
雪

’Aふたえ
定
〓おおおお
g
g～～忠一
窓
辺～vvvvyyyyvv〉〉Y〉YVYVYYV〉
〓〉yyv
gvvv－

b
警
域
守
必阻F

孝志りした
妻、われわれ日

し
て

5

2

2

・
回
目
ロ
罷
詑

言
国
務

議
選

霊一

T一

1
3

5
めて
州
諸でヱ
モ

を

震に
蓄の

i

N九九一日
目
〓RM
淳
一
一
一
一

三

ち
喝む
至
言
語JJ

子
野
議

題
1シ

正

義

務に
ずっ

一
ロ
ロ
コロ
勺A
tι＝
可司
MJF汚C
Mt
g一
7
6

d醸齢
際
議
官

視してい

2として

ご

R
HU

E

d
－
L
F7
化

ヲ
て
o

a
c

d
t

護
費
繍

諭
か
りと
らわれてし
き”
と
か
く

撃
さ

を
さもに、
交
渉

1
1

1

E

；

1

〈

；

緩
議
穐

書

室

長

議の

が真に突しり
ある
媒警官
穂
ざと
きで
るつ
ヨ
そして、
日中
関係
そ
L
立、
ま
ず
泌一
に、
中
陶入

国間縦で
ある
が、
とれを
図際
的に
毛沢
東
製厳命の内
在的
街t酬がも

4EE
tt

余
地が、
前HM的に
狭山
ぞ
てし
ま

豪
雪て
やま
ない。

をめ
ぐ
る
議穏や総
理につ
い
は
討のパ
ーソナリ
ティーか
ら
見れば、
決
して
戦後
鐘外交で
た
らす、
ま
さに
内側か
色のび

中

嶋

嶺

雄

主
主ふんい，
諒
そこ
には
あ

0・・・
liz－－－
O

ての

論滋や

方策につ
いて
も、
ず
して
も、

卑媛、冬
さて
おっ
た以
は
なく、

アジ
アの
経許
大開・
日
よる
「中
凶の
を
と
して
存在レ

il
lili－－11る＠
だ
が、
問中．H
制は、
この
点

思えば、
今
回を
迎え
るまで、
べ
て
が
十分につ
く注
れ
たわ
けで
い

あがり
や、

惨人さとう
角ほ
ら
本
が、

政治大
関・
中
凶
と乎を
総
てい
るので
ある・
しか
も、
これ
低
般に立コ
て
しまっ
てい
るから
につ
い
ても、
あくまで自
覚的で

臼中
関係の
過去は、

長く温い
監
は
ない。
だ
が同時に、

治議や
方
の
斜ぬ（はい
き）
をζそ
俗
用し

ぶζとだ
と
受げ
と
られつつ
ある
らお聞は、
それ
ぞ
れ
の寝
前
と
経
で
ある。

あっ
て
ほしいと
即応
う。

なぜな

史の
滋程の
なかで
傷つ
き、

屈折
筑につ
い
て
は、
その
ほと
んと
か
ないか
らで
あ
り、
重一
に
は、
日
ととを
忘れ
て

史冨
ない臼
ぷ
球から、
い
ずれ

や中国と
闘交を

O
iz－－
i
i
o

ら、
問中関
係の
長期的

な安定と

し
なが
気
きわ
めて
題

な必み
出つ
くし

た鍛が
あるζと
き
災
中
凶
係の
将来に
予
知
され
る
線々

は、
ζの
九
月
五
尽かり二
十一
日
もコ
てい
ない
（
きい
はイ
ン
ド

この
ように
勾
えたと
実
日中

友好の方
同は、
その
よう

な需

をた
どっ
て
きたω
もとより、
そ
で
あ
り、
現隙点で
は、
中
国側と
な
凶輔障
を晶りえたと
き、
ζの
犠会
まで、
臼

中接近下の
アジ
アの
現
ネシ
アの
よ・2比

一断絶状態
に
あ

HA渉は、
たんなるセレモ－
丁
や

そ袋欲するなかで
写て

同当日れ

れ
らの
閤
援が
今回の
首相
習に

悲
震まっ
と
うか
らぶつか
り
に
こそ、
すべ
ての
悶
窯を
出
し
突をたしかめる
ために、

議
ア
る）
。
それだ
けに、
日本
がどの

道
芸

宣伝）
で
あっ
てい
る
ものだ

とを
は思われるから

よっ
て一
砂に
解決されると
思
う
あっ
て
みる
以外に
ないと
と
も制
あっ
て山崎
レ
あうと
と
が必
川市だ
と
ジア七
山闘を
あわ
ただし
く
かけ
よ
うなかたちの
臼
中交渉島市
以
聞
い
は
ず
はなく、
まして
や日台凶
で
ある。

のは、
あま
りに
ゐ単純
な
μ万
で

ら
か
で
ある。
だか
ら、
あ
る山内
合
以われ
るか
らで
あ
るe
多くの
凶

めぐっ
て
きたばかり
で
ある
が、

ず
るの
か、
これ
品説聞
は、
期
待
係の
お
現尖と台
湾の

町民衆の
とと

I f県｜
； 

以外大
助
役g

田中首相を送る　信濃毎日新聞-1972.09.25


